別記様式(第3条関係)

	承認
	課　長
	副課長
	主　幹
	担　当
	確認
	委託業務責任者
	委託業務主任
	業務担当

	
	
	
	
	
	
	
	
	


水道使用水量認定申請書

　　年　　月　　日

　都城市長　　宛て

住所　　　　　　　　　　　　　　

申請者　　　　　　　　　　　　　　　　　

(使用者等)　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏名　　　　　　　　　　　　　　

(電話　　　　　　　　)　　

　都城市不可抗力による漏水に係る使用水量の認定に関する要綱第3条の規定に基づき、下記の給水装置に係る認定使用水量による水道料金算定を申請します。

記

	水道番号
	　
	使用種類
	　
	漏水箇所
	メーター番号
	　

	
	
	
	
	　

	使用者氏名
	　
	

	修繕完了
	年　　　月　　　日
	

	指定工事業者
	
	


審査結果

	☆　認定使用水量による
	☆ 要綱第4条　☆ 要綱第5条ただし書　☆ 要綱第5条第2項

	☆　メーター計量水量による
	☆ 要綱第3条第　　号　☆ 要綱第5条本文


水量認定欄　　(★印欄に漏水該当期分を記入)

	年度
	期別
	直前3期間又は前年度同期の使用水量
	本期使用水量
	認定水量
	認定金額

	　
	　
	m3
	★

A期

B期

m3
	★

m3
	★

円

	　
	　
	m3
	
	
	

	　
	　
	m3
	
	
	

	平均
	m3
	
	
	


認定金額算出内訳

	(
	本期使用水量
	―
	直前3期間の平均又は前年度同期の使用水量
	)÷2＋
	直前3期間の平均又は前年度同期の使用水量
	＝
	認定水量

	
	m3
	
	
	
	
	
	m3

	
	
	
	m3
	
	m3
	
	


	使用水量
	m3
	金額
	円

	認定水量
	m3
	金額
	円

	差引水量
	m3
	差引還付金額
	円


次のような場合は、減額できません。

	

	(1)  給水装置工事を都城市指定工事業者以外の者が施行している場合

	(2)  給水装置の漏水修繕工事を都城市指定工事業者以外の者が施行した場合

	(3)  市の水道水の給水管が井水の配管に接続（クロスコネクション）されている場合

	(4)  給水装置を設置して１年未満である箇所で漏水した場合

	(5)  漏水を発見した日に属する納期のメーター計量水量が直前３期間の平均使用水量

	　　 又は前年度同期の使用水量以下である場合

	(6)  市の管理する施設（市営住宅は除く。）の給水装置で生じた漏水である場合

	(7)  地表面に現われる発見容易な漏水である場合

	(8)　給水装置（給水管及びこれに直結する給水用具）以外の箇所で漏水した場合


· 施工前・施工後の漏水修繕写真を添付すること。

· 漏水箇所が発見できず、給水管の布設替えを行う場合は、給水装置工事承認願・設計審査

　 申出書を提出すること。その場合、漏水修繕写真は不要です。
修繕完了直後指針　　　　　　㎥　　　おｔ　　　㎥








